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グラフ分析

Ｑ３ カ月の生計費Ｑ３ カ月の生計費Ｑ３ カ月の生計費Ｑ３ カ月の生計費1

月間の平均生活費は、昨年よりも２千円も下回る２０１６００円でした。２０万円以上

の地域は山形、群馬、千葉、埼玉、東京、愛知、長野、富山、大阪、兵庫、高地です。

円グラフで２０万円までと答えた方が３１％（黄緑）で一番多く、次に２５万円までが

１５％、３０万円までと１０万円までが、同じ１２％で続いています。

Ｑ５ 年間所得Ｑ５ 年間所得Ｑ５ 年間所得Ｑ５ 年間所得

円グラフで２００万円台（赤）と答えた方が一番多く３７％を占めています。続いて１

００万円台（青）が２６％で、 万円台（黄緑）が２２％を占めています。300

Ｑ６ 世帯当たりの年間所得Ｑ６ 世帯当たりの年間所得Ｑ６ 世帯当たりの年間所得Ｑ６ 世帯当たりの年間所得

円グラフで「３００万円未満 （青）が一番多く、５５％をしめています。次いで「４」

００万円台 黄緑 と ３００万円台 赤 同じ１４％になっています 未回答 薄」（ ） 、「 」（ ） 。「 」（

黄緑）が１０％と多かったため、残りは数％にとどまっています。

Ｑ７ 世帯当たりの貯蓄状況Ｑ７ 世帯当たりの貯蓄状況Ｑ７ 世帯当たりの貯蓄状況Ｑ７ 世帯当たりの貯蓄状況

円グラフで一番多かった回答が 「収支がトントン （赤）と答えた方が４３％で一番多、 」

く、次いで「貯金等を取り崩している （黄緑）と答えた方が３９％ 「わからない」」 、

（紫）との回答が１２％となって、繰越のゆとりがある方は５％いました。

Ｑ８ 家計の貯蓄状況Ｑ８ 家計の貯蓄状況Ｑ８ 家計の貯蓄状況Ｑ８ 家計の貯蓄状況

円グラフで、一番多かった「回答が貯蓄がないが借金がある （紫）３１％、次に「貯」

蓄がないが借金もない （黄緑）２７％。次いで「１００万円以上の貯蓄がある」」

（青）２２％ 「１００万円未満の貯蓄がある （赤）２２％でした。、 」

Ｑ９ この 年間で第一当時者としての交通事故をおこしたかＱ９ この 年間で第一当時者としての交通事故をおこしたかＱ９ この 年間で第一当時者としての交通事故をおこしたかＱ９ この 年間で第一当時者としての交通事故をおこしたか1

円グラフで一番多い回答は 「無事故 （青）が８０％、、 」

「 回おこした （赤）１５％で、次に「２回おこした （黄緑）が２％ 「３回以上おこ1 」 」 、

した」１％でグラフ上ではほとんど確認できません。

Ｑ１０ この 年間で、生活上今一番困っている問題Ｑ１０ この 年間で、生活上今一番困っている問題Ｑ１０ この 年間で、生活上今一番困っている問題Ｑ１０ この 年間で、生活上今一番困っている問題1

円グラフで一番多いのは「毎月の生活費 （青）４０％、次いで「自分たち夫婦の老後」

の備え （橙）２０％ 「自分の健康・医療問題 （紫）９％ 「住宅や車のローン」」 、 」 、

（赤）８％と「特に問題がない （桃）８％ 「家族の健康・医療問題 （青緑）６％、」 ）、 」

「子供・孫の教育将来問題 （空）５％と続いています。」



Ｑ１１－１ 町を走るタクシー台数が減った実感Ｑ１１－１ 町を走るタクシー台数が減った実感Ｑ１１－１ 町を走るタクシー台数が減った実感Ｑ１１－１ 町を走るタクシー台数が減った実感

円グラフで一番多かったのは「実感がない （黄緑）７４％、次いで「多少ある （赤）」 」

１５％ 「わからない （紫）７％ 「大いにあるが （青）３％と続きます。、 」 、 」

Ｑ１１－２ 直近の営収状況Ｑ１１－２ 直近の営収状況Ｑ１１－２ 直近の営収状況Ｑ１１－２ 直近の営収状況

円グラフで一番多かったのが「小幅ながら減少傾向が止まらない （紫）３３％、次い」

で「大幅な減少が続いている （緑）と「変化はない （黄緑）が同じ２４％ 「小幅なが」 」 、

」（ ） 、「 」（ ） 、 「 」（ ）らも上昇に転じた 赤 １０％ わからない 橙 ４％ お 大幅に上昇した 青

３％で、上昇したと感じた方は１３％と言う結果がでました。

Ｑ１２ どのような賃金体系を望むかＱ１２ どのような賃金体系を望むかＱ１２ どのような賃金体系を望むかＱ１２ どのような賃金体系を望むか

円グラフ で一番多いのが「固定給・一時金・退職金がある賃金体系 （青）７８％を占7 」

めています。次いで「完全歩合制 （赤）８％ 「わからない （緑）６％ 「どのような」 、 」 、

賃金体系でも良い （紫）３％となりました。」


